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●市営住宅諏訪団地が廃止されました。

昭和33年から使用されてきた

市営住宅諏訪団地（千種新田・

諏訪神社近く）が廃止されまし

た。すでに殆どの入居者はお

りませんでしたが、残っていた

数世帯の方も転居されました。

●人事案件が承認されました。

◆人権擁護委員

＊今回の人事案件は推薦２件

◆富津市監査委員

＊今回の人事案件は新任１件

６月定例会は、６月１日から20日までの20日

間開催され、議案９件・陳情３件について審

議を行いました。主な内容をご報告します。平成19年６月定例会
●国民健康保険税が一部変わります。

年間の国民健康保険税の限度額（介護

保険分を含まない、医療分）が、今ま

での53万円から56万円になります。納

税額の多い方の負担が増えます。平成

19年度分から適用されます。

限度額の変更

56万円

49年間使用された諏訪住宅

任　　　期住　　　所氏　　　名

H．17．10．01～Ｈ．19．03．31下 飯 野鈴木　啓五退任

H．18．10．01～Ｈ．19．05．31大 堀北川　正衛退任

H．19．10．01～Ｈ．22．09．30前 久 保鱸　　紘一推薦

H．19．10．01～Ｈ．22．09．30大 堀浅見喜代志推薦

H．18．10．01～Ｈ．21．09．30上伊藤　敏行現委員

H．18．04．01～Ｈ．21．03．31湊髙沢　照次　〃

H．17．10．01～Ｈ．20．09．30佐 貫深津　幸三　〃

H．17．10．01～Ｈ．20．09．30千 種 新 田平野　和子　〃

H．17．10．01～Ｈ．20．09．30萩 生齋藤惠津子　〃

H．17．10．01～Ｈ．20．09．30豊 岡関谷千惠子　〃

H．17．10．01～Ｈ．20．09．30富 津酒井ハナ子　〃

任　　　期住　　　所氏　　　名

H．15．07．01～Ｈ．19．06．30小 久 保平野　正明退任

H．19．07．01～Ｈ．23．06．30西 川髙橋　　聖新任

H．18．05．12～Ｈ．20．04．24豊 岡小林　新一現委員

医　療　分

　課税総所得額の7.4％所 得 割

　固定資産税額の26.0％資 産 割

　加入者数×23,000円均 等 割

　一世帯につき　26,000円平 等 割

　560,000円課税限度額

限度額の改正による

影響額は

戸数：約　383世帯

税額：約1,050万円

●陳情を審議し、意見書を提出

●陳情の件名と陳情者（３件）

○地域手当の県内格差支給是正／千葉県教職員組合君津支部

○国の平成20年度教育予算拡充／千葉県教職員組合君津支部

○義務教育費国庫負担制度の堅持／子どもたちの豊かな育ち

と学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会

陳情については、担当の教育福祉常任委員会で、活発な質

疑応答・討論の結果、全員の賛成で採択され、その陳情書

は本会議で全員の賛成で可決され、国に意見書を提出する

こととなりました。

●常任委員会で協議した内容について報告します

　 総務常任委員会 

○第２次行財政改革の進捗状況について　

平成18年度中に完了した項目について、完了報告書18

件の報告がありました。

　 教育福祉常任委員会 

○「富津市特定健康診査等実施計画」の策定について

40才から74才の方を対象に、平成20年度から５ヵ年

間行われる健康診査等の説明がありました。

○「いきいきふっつ障害福祉プラン」の策定について

「障害者自立支援法」を踏まえつつ、現在進行してい

る第１期計画の見直しをすすめ、平成21～23年度の

計画を策定する説明がありました。

○学校統廃合に関わる最近の経緯について

平成21年３月までに統廃合の案をまとめる計画につ

いて説明がありました。

○富津中学校校舎改築工事の進捗状況について

予定通り順調に進

んでおり、今年10月

に１期工事が完了

し、来年10月に２期

工事が完了予定。

○複合施設に関わる最近の経緯について

候補地として、富津郵便局周辺も加わったと説明が

ありました。

　 建設・経済常任委員会 

〇水道事業の関係について

第三次拡張事業の進捗状況と認可区域外の給水につ

いて及び「君津地域水道事業のあり方検討会」の設

置について説明がありました。

〇青木地区地区計画の変更について

土地利用計画の変更について説明がありました。
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問
　
第
１
次
実
施
計
画
の
成
果
と
反
省

点
、
第
２
次
実
施
計
画
の
重
点
施
策
、

環
境
問
題
、
現
状
と
今
後
の
課
題
。

市
長
　
成
果
は
１
２
８
事
業
の
内
５
事

業
は
計
画
ど
お
り
終
了
、
継
続
事
業
は

第
２
次
実
施
計
画
で
引
き
続
き
予
算
措

置
を
し
た
。
反
省
点
は
、
事
業
の
達
成

度
な
ど
具
体
的
な
検
証
が
で
き
て
い
な

い
。
当
初
予
算
と
リ
ン
ク
さ
せ
１
４
１

の
事
務
、
事
業
を
選
定
、
重
点
施
策
は

青
堀
駅
周
辺
整
備
、
学
校
施
設
の
改
修

や
防
災
関
係
の
諸
施
策
、
企
業
立
地
の

推
進
等
。
関
係
施
策
や
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
推
進
・
啓
発
の
ほ
か
、
大
気
や

水
質
な
ど
は
調
査
や
監
視
体
制
の
強
化

を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
県
と
の
連
携

の
も
と
事
業
者
等
へ
の
指
導
を
行
う
な

ど
、
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

問
　
幹
線
道
路
計
画
、
県
な
ど
へ
の
要

望
と
優
先
順
位
は
。

建
設
部
長
　
国
道
・
県
道
・
市
道
を
有

機
的
に
接
続
し
、
事
業
効
果
が
早
期
に

図
ら
れ
る
よ
う
優
先
順
位
を
決
め
県
へ

要
望
し
て
い
る
。

問
　
佐
貫
城
址
公
園
整
備
計
画
が
第
２

次
実
施
計
画
で
隔
年
に
変
更
さ
れ
た
が
。

経
環
部
長
　
第
１
次
実
施
計
画
で
　
年
18

度
は
駐
車
場
を
整
備
、　

年
度
以
降
は

19

樹
木
の
植
栽
を
予
定
し
て
い
た
が
、
第

２
次
実
施
計
画
で
は
千
葉
県
サ
ク
ラ
の

会
よ
り
サ
ク
ラ
の
苗
木
の
無
償
交
付
を

受
け
植
栽
を
計
画
的
に
行
う
。

問
　
降
下
ば
い
じ
ん
の
数
値
に
つ
い
て
。

経
環
部
長
　
最
大
値
は
大
堀
で
　
年
４

18

月
に
　
・
６
ト
ン
、
同
測
定
値
の
最
小

11

は
８
月
に
２
・
１
ト
ン
、
平
均
６
・
１

ト
ン
、　

年
と
比
較
し
て
若
干
増
え
た
。

17

問
　
市
内
の
残
土
埋
立
の
現
状
は
。

経
環
部
長
　
市
内
の
　
年
度
申
請
・
許

18

可
件
数
は
共
に
　
件
、
総
面
積
は
５
万

29

６
千
㎡
、
県
の
許
可
は
２
件
５
万
３
千

㎡
。
市
の
　
年
度
は
、
現
在
３
件
の
申

19

請
が
あ
り
１
件
を
許
可
し
た
。

問
　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
現
状
は
。

市
民
部
長
　
青
堀
駅
の
１
８
０
台
は
撤

去
、
大
貫
駅
は
２
０
０
台
の
内
　
台
撤

60

去
、
残
り
１
４
０
台
と
佐
貫
町
駅
・
上

総
湊
駅
各
　
台
は
順
次
撤
去
す
る
。

20

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
　
高
齢
化
社
会
が
な
に
か
悪
い
か
の

よ
う
な
発
言
を
聞
く
時
が
あ
り
ま
す
が
、

長
年
、
日
本
の
為
、
地
域
の
為
に
一
生

懸
命
に
働
い
て
来
た
方
々
の
老
後
を
若

い
人
達
が
し
っ
か
り
支
え
る
こ
と
が
成

熟
し
た
社
会
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
高
齢
者
福
祉
の
施
策
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
周
知
策
は
。

市
長
　
民
生
・
児
童
委
員
会
議
や
勉
強

会
、
出
前
講
座
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配

布
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
策
は
。

市
長
　
効
果
的
な
介
護
予
防
施
策
が
統

一
的
な
体
系
の
も
と
で
提
供
さ
れ
る
よ

う
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
　
介
護
予
防
の
推
進
策
は
。

市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

中
心
と
し
て
介
護
予
防
を
図
り
、
特
定

高
齢
者
を
把
握
し
運
動
機
能
の
向
上
や

口
腔
指
導
・
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
福
祉
・
介
護
施
設
の
充
実
策
は
。

市
長
　
平
成
十
九
年
度
以
降
は
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
及
び
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
検
討
を
し
て
い
く
。

問
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
。

市
長
　
高
齢
者
の
長
年
培
っ
た
知
識
・

経
験
・
技
能
は
貴
重
な
財
産
と
考
え
ま

す
。
個
々
の
多
様
性
・
自
主
性
を
尊
重

し
て
支
援
し
て
い
く
。

問
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
は
。

建
設
部
長
　
高
齢
者
や
障
害
者
に
優
し

い
道
路
整
備
や
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問
　
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
は
。

市
民
部
長
　
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
開

催
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
達
に
は
訪
問

指
導
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
介
護
施
設
で
の
虐
待
は
あ
る
か
。

健
福
部
長
　
虐
待
の
事
例
報
告
は
な
い
。

問
　
ド
ブ
掃
除
は
高
齢
者
に
配
慮
し
た

方
法
を
と
っ
て
頂
き
た
い
。

建
設
部
長
　
検
討
を
し
て
い
く
。

問
　
悪
質
商
法
か
ら
高
齢
者
を
守
る
策

経
環
部
長
　
消
費
生
活
相
談
や
出
前
講

座
を
開
催
し
啓
発
運
動
を
し
て
い
る
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
は
。

健
福
部
長
　
今
お
こ
な
っ
て
い
る
高
齢

者
生
き
が
い
就
労
事
業
の
強
化
・
拡
大

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

富
津
市
の
現
状
と
第
２
次
実
施
計
画
、

環
境
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

長谷川　剛

議員

石井　志郎

議員
大貫駅前の放置自転車（撤去前）

地域包括支援センター（市役所１階）は

介護予防の拠点です。
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問
　
小
中
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
等
が

年
々
変
化
す
る
中
で
問
題
提
起
の
た
め

今
回
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
図
書
ば
な
れ
と
言
わ
れ
る
中
で
小
中

学
校
で
の
図
書
の
活
用
に
つ
い
て
。

教
育
長
　
本
に
親
し
む
時
間
と
し
て
、

朝
の
読
書
の
時
間
を
設
け
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
取
り
入
れ
図
書
を
通
し

て
情
報
の
獲
得
と
い
っ
た
学
習
技
術
の

育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
　
児
童
生
徒
に
係
る
図
書
費
用
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て
。

教
育
部
長
　
他
市
と
比
較
し
て
低
い
数

値
で
あ
り
、
今
後
複
合
施
設
と
の
連
携

で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
供
た
ち
の
関
わ
る
多
く
の
事
件

が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
道
徳
教
育
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
市
で
は
、
生
き
る
力
の
核
と

な
る
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
学
校
教
育
の
指
針
の
柱
と
し
て
道
徳

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
給
食
費
の
未
納
を
ど
う
思
う
か
。

教
育
長
　
学
校
現
場
で
は
、
子
供
た
ち

に
は
何
ら
義
務
教
育
の
段
階
で
は
責
任

は
な
い
。
保
護
者
の
自
覚
を
待
つ
し
か

な
い
。

問
　
小
中
学
校
統
廃
合
問
題
の
進
展
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
よ
り
よ
い
充
実
し
た
教
育
環

境
や
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
検
討
し

て
き
た
。
今
後
は
、
懇
談
会
を
設
置
し

て
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
運
動
公
園
の
活
用
は
。

市
長
　
施
設
の
空
き
状
況
、
行
事
予
定

な
ど
を
Ｈ
Ｐ
で
情
報
提
供
を
行
い
効
率

的
な
施
設
の
活
用
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
市
の
取

組
状
況
は
。

教
育
長
　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
体
育
施

設
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
地
場
産
業
の
振
興
に
関
し
て
特
産

物
販
売
施
設
等
の
集
客
施
設
に
つ
い
て

の
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
長
　
検
討
委
員
会
か
ら
の
最
終
報
告

を
受
け
た
時
点
で
内
容
検
討
を
し
て
方

向
性
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
堀
地
区
の

　
　
　
諸
問
題
に
つ
い
て

問
　
青
木
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
造
成
地
に
お
け
る
飛
砂
対
策
は
。

市
長
　
周
辺
住
民
へ
の
対
策
を
早
期
に

講
じ
る
よ
う
青
木
土
地
区
画
整
理
組
合

に
指
導
し
て
お
り
、
応
急
対
策
と
し
て

散
水
車
に
よ
る
水
ま
き
を
行
っ
て
い
る
。

建
設
部
長
　
植
物
の
種
ま
き
及
び
防
砂

ネ
ッ
ト
の
設
置
を
準
備
し
て
い
る
。

問
　
大
堀
曽
根
新
田
地
先
の
埋
め
立
て

造
成
工
事
現
場
に
お
け
る
飛
砂
防
止
及

び
排
水
対
策
に
つ
い
て
。

市
長
　
飛
砂
対
策
は
、
千
葉
県
が
許
可

条
件
と
し
て
、
ま
た
、
本
市
の
意
見
書

の
中
で
周
辺
住
民
等
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
な
ど
の
条
件
を
事
業
者
側
に
提

出
し
て
い
る
。

　
排
水
対
策
は
、
埋
め
立
て
区
域
内
に

仮
設
沈
砂
池
を
設
け
る
ほ
か
、
周
囲
を

土
堰
堤
で
囲
み
、
雨
水
は
場
内
処
理
に

よ
り
外
部
へ
排
出
し
な
い
こ
と
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

建
設
部
長
　
近
隣
人
家
の
排
水
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
排
水
を
つ
く
る
予
定
。

問
　
青
堀
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
。

市
長
　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し

た
青
堀
駅
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
及
び

生
活
道
路
を
整
備
し
、
生
活
環
境
の
改

善
を
図
り
、
引
き
続
き
計
画
的
な
整
備

を
進
め
、
都
市
的
機
能
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。
分
館
の
跡
地
利
用
は
、
青
堀

駅
前
の
価
値
観
の
高
い
場
所
で
あ
り
、

今
後
ど
う
い
う
利
用
が
で
き
る
の
か
、

検
討
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問
　
駅
、
図
書
館
及
び
行
政
が
一
つ
に

な
っ
た
駅
舎
に
つ
い
て

市
長
　
駅
舎
は
市
内
に
６
ヶ
所
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
利
用
の
仕
方
が
で

き
る
の
か
、
今
後
の
検
討
課
題
。

問
　
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地
域
の
解

消
に
つ
い
て
。

市
長
　
住
環
境
の
変
化
や
風
向
き
に
よ

り
子
局
の
エ
リ
ア
と
さ
れ
て
い
る
地
域

の
方
か
ら
難
聴
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
増
設
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

そ
の
都
度
、
原
因
を
調
査
し
、
ス
ピ
ー

カ
ー
の
種
類
や
方
向
を
変
え
た
り
、
時

差
を
つ
け
て
放
送
す
る
な
ど
の
調
整
を

行
い
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
行
政
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
地
場
産
業
の
振
興

平野　良一

議員

永井庄一郎

議員

児童生徒の健全育成とスポーツの振興

休日を活用し、野球を通じ心身を鍛え、

チームワークを育む子供たち

青木土地区画整理事業区域内の造成地
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問
　
市
内
に
は
　
の
投
票
所
が
あ
る
が
、

25

面
積
と
有
権
者
数
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
行
財
政
改
革
の
視
点
か
ら
も
統
合

を
考
え
て
は
。

選
管
　
対
象
の
区
と
協
議
を
し
た
が
、

投
票
所
へ
の
距
離
が
遠
く
な
り
投
票
率

の
低
下
に
な
る
と
の
理
由
で
、
理
解
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

問
　
選
挙
の
経
費
に
つ
い
て
、
平
成
　16

年
度
の
市
議
選
で
は
約
４
千
百
万
円
、

参
院
選
は
２
千
４
百
万
円
、
市
長
選
は

１
千
８
百
万
円
、
知
事
選
は
２
千
百
万

円
に
な
っ
て
い
る
。
内
訳
の
職
員
手
当

等
が
９
５
８
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
人
数
は
。

選
管
　
１
７
４
名
で
、
日
額
一
人
、
３

万
５
千
円
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
人
件
費
も
含
め
、
こ
の
金
額
に
な
っ

て
い
る
。

問
　
開
票
時
間
の
比
較
で
、
富
津
市
長

選
と
大
阪
市
長
選
（
投
票
者
数
が
ほ
ぼ

同
じ
旭
区
）
を
例
に
比
べ
る
と
、
立
候

補
者
数
／
富
津
市
２
名
・
大
阪
市
４
名
、

投
票
者
数
２
万
７
６
０
０
名
・
２
万
８

４
８
６
名
、
事
務
従
事
者
数
１
３
５

名
・
１
２
７
名
、
開
票
時
間
／
富
津
市

１
時
間
　
分
・
旭
区
　
分
。
こ
の
結
果

53

57

を
見
て
選
管
の
感
想
は
。

選
管
　
今
後
、
開
票
結
果
を
早
く
市
民

に
お
知
ら
せ
す
る
方
法
と
し
て
、
検
討

・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
開
票
作
業
で
は
、「
動
き
や
す
い

服
装
」「
足
下
は
運
動
靴
」「
作
業
台
の

高
さ
を
調
整
し
、
効
率
的
に
動
け
る
よ

う
に
」「
司
令
塔
係
が
い
て
、
票
の
流
れ

を
見
な
が
ら
指
示
を
出
し
職
員
を
誘
導

す
る
」「
疑
問
票
の
判
定
の
た
め
に
事
前

に
効
力
判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
」
な
ど
を
実
施
す
る
と
開
票
作
業
が

ア
ッ
プ
す
る
。
そ
の
結
果
、「
経
費
削

減
と
職
員
の
疲
労
軽
減
に
な
っ
た
」「
正

確
性
が
向
上
し
た
」「
自
ら
考
え
実
践
す

る
こ
と
を
経
験
し
た
職
員
は
、
日
常
業

務
の
取
り
組
み
も
変
化
し
た
」
な
ど
の

良
い
効
果
が
表
れ
た
と
、
先
進
自
治
体

の
選
管
の
報
告
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

関
し
て
、
市
長
の
感
想
は
。

市
長
　
選
挙
管
理
委
員
会
で
迅
速
で
効

果
的
な
や
り
方
を
検
討
し
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
市
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な

要
望
を
指
示
し
て
い
く
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化
、

計
画
的
な
運
営
に
つ
い
て

問
　
行
政
評
価
導
入
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
行
政
評
価
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
の
庁
議
に
お
い
て
当
面

17

は
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
に
お
け
る

事
務
事
業
の
要
求
に
際
し
、
目
標
管
理

等
の
考
え
を
一
部
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
対
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
制
度
化

に
つ
い
て
は
行
政
評
価
の
手
法
や
他
の

自
治
体
の
動
向
も
考
慮
し
た
中
で
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
目
標
管
理
を
一
部
取
り
入
れ
た
実

施
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
財
部
長
　
実
施
計
画
で
は
、
目
標
数

値
の
無
い
事
業
が
非
常
に
多
い
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
が
事
務
を
行
う

上
で
、
目
標
数
値
が
設
定
で
き
る
も
の

と
、
設
定
し
づ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
で
き
る
だ
け
目
標
数
値
を

掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
評
価
制
度
導
入
に
向
け
て
の
検
討

は
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

企
財
部
長
　
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
あ
る
い
は
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
具
体
的
に
導
入
に
向
け
て
の
検
討
を

行
っ
た
経
緯
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
事
業
の
評
価
、
拡
大
・
縮
小
・
存

廃
等
の
検
討
を
行
う
仕
組
み
、
富
津
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
財
部
長
　
現
在
、
検
討
を
行
う
仕
組

み
、
組
織
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
　
実
施
計
画
の
各
事
業
に
つ
い
て
、

結
果
を
重
視
す
る
の
か
、
成
果
を
重
視

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

企
財
部
長
　
成
果
を
重
視
し
ま
す
。
た

だ
、
成
果
を
計
る
た
め
に
は
目
標
数
値

を
掲
げ
て
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
波
及
効

果
、
結
果
を
見
な
け
れ
ば
成
果
重
視
と

は
言
え
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

選
挙
の
投
開
票
の
現
状
と

改
善
策

岩本　　朗

議員

藤川　正美

議員

行政評価とは、市が行う政策・施策や事業が

市民にもたらす成果を評価する制度です。

有権者数157名、面積8.4錫の

第24投票区

第12投票区は

有権者数3,378名、面積11.4錫
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問
　
政
府
の
税
制
改
悪
に
よ
る
定
率
減

税
完
全
廃
止
、
老
年
者
控
除
廃
止
な
ど

と
共
に
、
三
位
一
体
改
革
の
税
源
移
譲

で
こ
の
６
月
か
ら
市
民
の
住
民
税
負
担

が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

市
に
は
市
税
と
し
て
増
収
に
な
り
ま
す
。

そ
の
総
額
は
市
の
試
算
に
よ
り
ま
す
と
、

平
成
　
年
度
は
約
２
億
５
千
万
円
と
の

19

こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

市
の
本
来
の
役
割
で
あ
り
、
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
上
で
重
要
な
国
民
健
康

保
険
施
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
平
成
　
年
度
予
算
で
は
、
積
立

19

金
を
繰
り
入
れ
る
な
ど
厳
し
い
財
政
運

営
で
あ
り
、
国
保
税
の
引
下
げ
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問
　
国
保
会
計
の
観
点
か
ら
言
え
ば
そ

う
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の

視
点
か
ら
見
ま
す
と
、
平
成
　
年
度
一

18

人
当
た
り
の
保
険
料
の
負
担
額
は
、
年

額
概
算
で
国
保
税
７
万
６
千
円
、
介
護

保
険
料
５
万
円
、
ト
ー
タ
ル
で
　
万
６

12

千
円
で
す
。
４
人
家
族
な
ら
年
間
　
万
50

円
で
す
。
一
方
、
国
保
税
の
延
滞
や
未

納
の
世
帯
に
は
、
資
格
証
明
書
、
短
期

被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が

そ
の
数
は
昨
年
末
で
合
計
１
，
２
６
８

世
帯
で
加
入
世
帯
１
１
，
７
２
４
の
１

割
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
根
底
に
は
、

住
民
の
負
担
能
力
を
超
え
た
高
い
保
険

税
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
点
で
は
、
引
き
下
げ
る
方
向
で
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
、
改
め
て
市
長
の

見
解
は
。

市
長
　
国
保
は
、
国
保
を
利
用
さ
れ
る

方
の
意
識
の
問
題
と
特
別
会
計
な
の
で

そ
の
会
計
内
で
賄
う
点
が
大
き
い
。

問
　
国
保
税
の
減
免
取
扱
要
領
を
策
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
国
保
税
の
減
免
規
定
は
、
市
の

条
例
で
定
め
て
い
る
。
具
体
的
な
減
免

に
当
た
っ
て
は
、
申
請
者
各
々
の
状
況

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例
に
基
づ
き

調
査
し
、
該
当
す
る
場
合
は
減
免
を
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
後
も
減
免
取
扱

要
領
は
設
け
ず
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
対
策
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

問
　
富
津
市
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を

本
年
　
月
よ
り
県
と
同
様
に
実
施
と
い

10

う
こ
と
で
す
が
、
近
隣
市
と
格
差
の
な

い
助
成
拡
充
を
図
っ
て
欲
し
い
。

※
県
は
通
院
助
成
対
象
を
４
歳
児
未
満

近
隣
市
（
君
津
市
、
木
更
津
市
）
は
市

独
自
助
成
で
未
就
学
時
迄
。

市
長
　
状
況
を
勘
案
し
、
そ
の
内
容
を

再
度
検
討
し
て
い
く
。

問
　
市
内
の
施
設
に
あ
る
遊
具
に
つ
い

て
の
安
全
点
検
、
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
都
市
公
園
は
建
設
部
街
づ
く
り

課
、
児
童
遊
園
地
や
子
ど
も
の
遊
び
場

は
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課
又
は
指
定

管
理
者
等
の
委
託
先
が
管
理
し
巡
回
確

認
を
し
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
子
育
て
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
実
施
さ
れ
た
が
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
学
童

保
育
所
の
指
導
員
と
し
て
活
動
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

健
福
部
長
　
　
、　

年
の
2
年
間
の
み

18

19

実
施
さ
れ
る
県
の
補
助
事
業
で
あ
り
、

養
成
後
は
子
育
て
の
場
で
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
。
指
導
員
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

問
　
高
齢
者
世
帯
の
支
援
を
ど
う
す
る

か
。

健
福
部
長
　
老
人
世
帯
の
対
策
は
急
を

要
し
て
い
る
事
か
ら
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
バ
ラ
ン
ス

と
内
容
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
心
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
出
す
べ
く
見
直
し
の

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　
　
年
8
月
富
津
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ

18

協
議
会
を
設
立
、
ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
関
係
を
社
会

状
況
、
介
護
保
険
制
度
の
変
貌
等
を
見

据
え
考
慮
し
て
行
く
。

問
　
団
塊
世
代
の
方
々
の
行
政
と
し
て

の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
豊
富
で
質
の
高
い
人
材
、
能
力

を
ま
ち
の
先
生
な
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、

参
加
し
や
す
い
環
境
作
り
に
取
り
組
む
。

市
民
部
長
　
行
政
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
設
計
を
大

切
に
考
え
、
行
政
と
市
民
が
ど
う
協
働

し
て
行
く
か
課
題
と
し
て
行
く
。

住
民
税
負
担
増
の
中
で
の
、

国
民
健
康
保
険
の
施
策
を
問
う

澤田　春江

議員

岩﨑　二郎

議員
国保税を１年以上滞納すると保険証を返して

代わりに資格証明書が交付されます。

子育て応援サポーターが保育所の開放日

にお手伝いとして活動をしている。
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り
、
内
房
バ
イ
パ
ス
沿
線
も
一
部
農
業

振
興
地
域
が
あ
る
な
ど
開
発
が
難
し
い
。

問
　
企
業
・
個
人
の
地
権
者
と
の
調
整

会
議
を
行
政
主
導
で
進
め
る
考
え
は
。

企
財
部
長
　
道
路
も
い
よ
い
よ
開
通
す

る
の
で
、
会
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
の
は
、

ず
っ
と
昔
か
ら
言
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

市
長
　
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
、

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
内
房
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
湊

数
馬
線
（
上
総
湊
駅
～
天
羽
高
校
）
の

交
通
量
は
ど
の
く
ら
い
変
わ
っ
た
か
。

建
設
部
長
　
市
が
バ
イ
パ
ス
開
通
前
後

に
2
回
ず
つ
行
っ
た
交
通
量
調
査
の
結

果
、
大
型
車
　
％
減
、
乗
用
車
　
％
減
、

90

53

歩
行
者
　
％
増
と
な
っ
た
。

15

問
　
歩
道
整
備
の
具
体
的
な
対
応
策
は
。

市
長
　
現
在
の
道
路
の
幅
員
の
中
で
、

歩
行
者
が
安
全
な
道
路
形
態
を
保
て
る

よ
う
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
日
本
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
変
わ
っ
て
お
り
、
富
津
市
も
市
全

体
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
考
え
直
す
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
う
が
。

市
長
　
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
市
を
良
く
し
た
い
と
い
う
市
長
の

気
持
ち
の
強
さ
を
具
体
的
な
事
例
で
示

し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
そ
の
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　議会だよりを、議員自ら制作するようになって、他市

からの視察が３市目となりました。最初は山形県天童市、

２回目は岐阜県各務原市、そして今回は鴨川市。

　市民に議会の内容を伝える議会だよりの充実は、議員

の役割として、全国的な関心事となっています。それを

物語るように、毎回の視察では、真剣な質疑応答、活発

な情報交換が行われてきました。いつも予定時間をオー

バーする状況です。これらの視察に刺激され、富津市の

議会広報委員会も、更に議会だよりの充実に力を注いで

まいります。

平成19年6月27日、近隣の鴨川市から視察

に見えました。今年の6月に鴨川市の発行

する広報誌がタブロイド判（広報ふっつと

同じ大きさ）から、Ａ4判になったことから、

議会だよりもＡ4判にしてはどうかと検討。

県内の議会だよりを調査した結果、富津市

の議会だよりが目に留まり、今回の視察と

なったとのことでした。

写真は、議場を見学する鴨川市議会報編集

委員会のメンバーと議会事務局職員。

面
整
備
・
道
路
整
備
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

中後　　淳

議員

問
　
市
役
所
庁
舎
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
進
め
方
は
。

市
長
　
庁
舎
敷
地
を
含
む
土
地
区
画
整

理
組
合
の
解
散
に
よ
り
、
面
整
備
か
ら

道
路
整
備
を
主
に
進
め
る
方
向
に
転
換

す
る
。
庁
舎
周
辺
に
公
共
公
益
施
設
を

誘
導
し
、
沿
道
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
区
画
整
理
の
解
散
な
ど
、
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
道
路
整
備
を

主
に
進
め
る
上
で
も
、
幹
線
道
路
網
計

画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長
　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
も
あ
る

の
で
、
一
部
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。

問
　
館
山
道
・
内
房
バ
イ
パ
ス
の
開
通

と
周
辺
地
域
の
開
発
手
法
は
。

市
長
　
浅
間
山
砂
利
採
取
跡
地
は
、
ほ

と
ん
ど
が
企
業
、
個
人
の
所
有
地
で
あ

内房バイパスの開通により、周辺地域の交通

状況は大きく変わりました。

富津市の議会広報委員会に３市が視察に見えました！

平成18年1月、各務原市の視察を受ける。 平成17年11月、最初の視察となった天童市。
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水
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い

た
の
が
嘘
の
よ
う
に
、
今
年

は
、
じ
め
じ
め
シ
ト
シ
ト
と

梅
雨
ら
し
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
　
日
本
は
四
季
折
々
の
変
化
、

梅
雨
の
雨
、
夏
の
太
陽
な
ど

が
自
然
の
恵
み
に
不
可
欠
で
、

ま
た
春
の
桜
や
、
美
味
し
い

新
米
を
食
べ
る
た
び
に
「
日
本

人
で
よ
か
っ
た
！
」
と
実
感
さ

せ
て
も
ら
え
ま
す
。

　
温
暖
化
や
異
常
気
象
な
ど

地
球
規
模
の
環
境
変
化
が
当

面
の
大
き
な
課
題
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　
実
り
の
秋
を
迎
え
る
ま
で
、

暑
い
夏
は
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら

ず
、
先
人
の
知
恵
を
拝
借
し

て
、
団
扇
や
風
鈴
で
「
涼
」
を

取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　
　（
ち
ゅ
う
ご
）

ぜ
ひ
、
議
会
傍
聴
に
！

９
月
定
例
会
日
程
予
定

3
日
俄
　
時
　
開
会

10

　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程

6
日
牙
　
時
　
一
般
質
問

10

7
日
画
　
時
　
一
般
質
問

10

　
日
俄
　
　
　
予
備
日

10　
日
峨
　
時
　
議
案
質
疑

11

10

　
日
我
　
　
　
常
任
委
員
会

12　
日
牙
　
　
　
常
任
委
員
会

13　
日
画
　
　
　
常
任
委
員
会

14　
日
我
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

19　
日
牙
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

20　
日
画
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

21　
日
我
　
時
　
委
員
長
報
告

26

10

　
　
　
　
　
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
閉
会

　富津市と富津市東京湾口道路建設促進議

員連盟が主催し、７月28日（土）富津公民

館大ホールで行われました。基調講演は、

「湾口道路が拓く房総の未来」と題し、髙橋

洋二教授（日本大学総合科学研究所）が述

べ、パネルディスカッションでは、髙橋洋

二教授がコーディネーターとなり、「高齢

化社会に向けての今後の観光のあり方」に

ついて、パネリスト溝尾良隆教授（城西国

際大学）、廻洋子教授（淑徳大学）、室田篤

利氏（三菱総合研究所）が論じ合いました。

　多くの市民も参加し、湾口道路と観光の

在り方について刺激的な討論会となりまし

た。

羽田空港 再拡張事業

　前号でお知らせした、山砂搬出ルートが変更されました。

富津市内では予備ルートの青堀→市役所前→吉野地区→国道

127号が廃止されました。また、新たに金谷港からの搬出

ルートが示され、富津中央インターから富津金谷インターま

での館山自動車道を通り、１日延べ115台のダンプカーで山

砂が搬出されます。

　また、新富地区の建設外工事では、予定されたケーソンの

製作は中止され、代わりに橋梁の橋げたが製作されます。工

事に伴い青木地区には約120人収容の作業員宿舎が建設され

ます。

　７月４日、君津ＩＣと富津中央ＩＣ間の9.2km（総事業費444

億円）が開通し、ついに館山自動車道が全線開通しました。

南房総地域にとって念願の全線開通であり、観光シーズン

の混雑緩和や、時間や経費の縮減による年間約73億円の経

済効果、ＣＯ２、ＮＯｘ等の沿道環境の改善などが見込まれて

います。

　富津市においても、首都圏とより近くなることによる経

済効果・活性化が見込まれる一方、南房総への通過点にな

ることも懸念されているので、活性化に繋がるような施策

展開が期待されるところです。

館
山
道
　
　

全
線
開
通
！

東
京
湾
口
道
路

建
設
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小学生対象に行われた「高速道路作文・絵画コンクール」では、

作文の部で鳥海七子さん（天神山小３年）が優秀賞に、高橋涼

香さん（大貫小５年）が入選に。絵画の部で、木村健太郎君

（飯野小５年）が入選し、この日の式典で表彰されました。

富津市総合社会体育

館近くで始まった、再

拡張事業のプラント。

その後の変化
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